












7

�����Š�å�S�¤�G�q�w	Ý�¯ （主な結果）

　吹奏楽部は部員63名で毎日楽しく活動しています。同窓会の皆様には100周年記念事業の一環として楽器
を寄贈していていただきました。どうもありがとうございました。大切に使わせていただいています。

　写真は平成27年3月に行われた「第25回定期演奏会」の
様子です。25回の記念として、歴代OB、OG有志の皆様方
にも参加していただくことが出来ました。弥生吹奏楽部
では「アルメニアンダンスパートⅠ」という曲を、第1回定
期演奏会から必ず毎年演奏しています。今回はOB、OG、
現役生徒合計80名以上のメンバーで、25回記念にふさわ
しい演奏をすることが出来ました。この定期演奏会は現
役生にとってまたとない経験となりました。この経験を
弥生祭のサマーコンサートや夏のコンクールに向けての
活動に生かしていきたいと考えています。
　今後とも応援よろしくお願い申し上げます。

　女バスは3年生7人、2年生8人、1年生3人の計18人で活動をしています。
体育館で毎日練習をしています。日々の練習は決して楽なものではありませんが、つらい時には励ましあい、
悪かったところを指摘しあいながら、上達しようと一丸となって頑張っています。そんな女バスの魅力は挨
拶です。普段の生活での挨拶はもちろん、特に大会などの
日に、多くの他校の先生や保護者、審判の方々に会います。
そんな人たちに少しでも「応援してあげたい」と思ってもら
えるように挨拶には特に力を入れています。
　去年の女バスの大会成績は、新人戦で第3位、北信越出場
という自分たちの目標を超える結果となりました。強豪校
と戦える機会を得て、より成長できました。その経験を生
かし、今年の夏の、どのチームが勝ち残ってもおかしくない
くらい力の差が拮抗している大会で、自分たちのプレーが
出せるよう『明るく謙虚に前向きに』を忘れずに頑張りたい
です。
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	_�B�z	ô�ý�•�à�ô�s�¶�Í�ú�•�G�q〈南信地区大会〉
○野球部　優勝（2季連続、3度目）
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ï�ù�.��G�q〈南信大会〉
○陸上（男子）800Ｍ 2位・棒高跳び 2位
　　　（女子）100Ｍ障害 優勝・400Ｍリレー 優勝
　　　　　　　1600Ｍリレー 優勝・7種競技 優勝
　　　　　　　学校対抗 優勝（37年ぶり）
　　　　　　　400Ｍ 2位、棒高跳び 3位
　　　　　　　砲丸投げ 3位
○テニス（女子）団体 優勝（5期連続）
　　　　　　　　シングル 優勝・3位、ダブルス 2位
○ソフトテニス（女子）団体 2位
○バトミントン（女子）シングル 優勝
○バスケットボール（女子）3位
○弓道（男子）団体 3位
　　　（女子）団体 2位
○剣道（女子）団体 2位
○卓球（女子）ダブルス 優勝

�ô�s�¶�Í
ï�ù�.��G�q〈県大会〉
○陸上（女子）400Ｍ 優勝・400Ｍリレー 優勝・1600Ｍリレー 優勝
　　　　　　　7種競技 3位
○テニス（女子）団体 3位
○バスケットボール（女子）2位
○ソフトボール（男子）優勝
○少林寺拳法（女子・個人）優勝

�ô�s�¶�Í
ï�ù�.��G�q（全国大会）
○ソフトボール（男子）
○少林寺拳法（女子・個人）
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¬	��V�G�q〈県大会〉
○（女子）個人　優勝
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○将棋　（女子　個人）
○器楽部
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○器楽部
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編集後記 「日常の小さなことに幸せを見出せる人であれ」という恩師の言葉が思い出されます。自然の事象
や出会う方々から学ぶことは沢山あって、自分を磨きつつ心豊かな人でありたいと思うこの頃です。

　今年度より終身会費制を導入します。別紙「会費に関する細則」をご覧ください。（ご不明な点は事務局まで
お問い合わせください。）

　平成24年度より会費の納入をお願いしています。今年度新たに終身会費制を導入するに当たり、改めて会費
制導入の経過、趣旨等を皆様にご理解いただきたいと思います。

　平成24年度より会費制を導入して3年が経過し、その間、会員の皆様から出していただきました多くのご意
見について検討してまいりました。それらを踏まえて、支部役員の皆様の負担を減らし、より多くの方に納入
事務に携わっていただくことで、同窓会をより理解していただき、会費制を効率よく運営し、継続していくため
に、ひとつの方法として終身会費制を導入します。

◆ 金　　額　25,000円（年会費の納入金額の上限についても25,000円とする）
◆ 年齢による特別措置
　 ●60歳以上 ： 10,000円　　●70歳以上 ： 5,000円　　●80歳以上 ： 免除(名誉会員とする)
　 ●上記以外 ： 25,000円となるまで逐次納入する
◆ 納入方法の追加
　 ・ 総会当番学年の年（60歳時）に集金する。（10,000円）
　 ・ 会員の要望により、複数年分を一括納入（前納）できる。

● 金　　額 ＜ 年 会 費 ＞1,000円
  ＜終身会費＞25,000円（平成24年度から納めていただいてある会費分は含めます。）
  　　　　　　※年齢により特例措置あり
● 納入方法 ＜上伊那各支部＞支部役員が訪問しますのでその際に納入してください。但し終身会費
  　については同封の振込用紙にて郵便局よりお振り込みください。（手数料は同窓会負担）
  ＜上記以外＞同封の振込用紙にて郵便局よりお振り込みください。（手数料は同窓会負担）
● 納入期間 平成27年11月30日までにお願いします。

平成 27 年度会費納入のお願い

〈経過、趣旨〉（会報第３号より）
　本会は以前より新入生の入会金収入のみで運営されていた
ため、活発な活動を行うことができませんでした。百年を超
える歴史にふさわしい活動ができる体制を確立していくため
には会員の皆様から会費を納めていただき、同窓会の役割を
果たしていくことが必要であると考えました。
　平成 21 年度の総会において会費制導入について承認され
ました。但し時期については百周年事業の終了後に検討とい
うことになり、平成 24 年度の総会において討議し、会費 1,000
円の納入が承認されました。

〈会費の使途〉（会報第３号より）
　以前は新入生の入会金、一人当たり 5,000 円、年額約 120
万円で運営してきました。そのため年１回の総会の費用（会
場費、講演会経費等）、通信費、光熱水費のほかは卒業生へ
の卒業証書ホルダー贈呈と全国大会出場クラブへの祝い金を
贈る程度となっています。
　今後は次のような事業を行いたいと思います。
①会報の発行
②支部活動の支援
③同窓会主催による独自の講演会などの開催
④クラブ活動の助成と教育活動の支援

会費制について

終身会費制について

会則改正のお知らせ
　現行の会則は制定後、５回の改正を経て現在に至っています。平成23年度の創立百周年記念事業を実施以降組織も徐々に確立
し、母校の教育支援事業、会報等の発行事業、また会費制導入等活動も少しずつ活発に、かつ定着し始めています。
　このような変化に伴い、現実との若干の矛盾部分や組織が明確になっていない部分が見受けられるようになっています。
　今後さらに同窓会活動を活発に、積極的に展開し、母校の発展並びに会員相互の連携を積極的に図っていくことを目的として今
回改正をいたしました。〈別紙参照〉


